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法論の問題（Теория созидательного альтруизма 
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Том 1-2. Ранние сочинения: 1910-1914 гг.
第３巻　『罪と厳罰―犠牲と報酬』（1913年）　
※既刊（2015年）
Том 3. Преступление и кара, подвиг и награда. 
1913 г.
第４～５巻　「論文と批評」（1915年～1922年）
Том 4-5. Статьи и рецензии 1915-1922 гг.
第６～７巻　『社会学体系』（1920年）




Том 8. Элементарный учебник общей теории 
права. 1919 г.
Общедоступный учебник социологии. 1920 г.




Том 9. Голод как фактор.
第10巻　「芸術作品」
Том 10.   Художественные произведения.
第11巻　『ロシア日記からの数ページ』（1924年）
Том 11. Листки из русского дневника. 1924 г.
第12巻　『革命の社会学』（1925年）
Том 12. Социология революции. 1925 г.
第13巻　『社会移動』（1927年）
Том 13. Социальная мобильность. 1927 г.
第14巻　『現代社会学理論』（1928年）
Том 14. Современные социологические 
теории. 1928 г.
第15巻　『農村と都市の社会学原理』（1929年）
Том 15. Принципы сельской и городской 
социологии. 1929 г.
第16巻　「論文」（1929年～1937年）
Том 16. Статьи 1929-1937 гг.
第17～18巻　『社会文化的動学』（1937‐1941年）




Том 21. Кризис нашего времени. 1941 г. SOS: 
Смысл нашего кризиса. 1951 г.
第21巻　『災害に際しての人間と社会』（1942年）




То м  2 3 .  С о ц и а л ь н а я  п р и ч и н н о с т ь , 
пространство,  время.  1943 г.  Россия и 
Соединенные Штаты. 1944 г.
第24巻　『社会・文化・パーソナリティ』




Том 25. Социальные философии в век кризиса. 
1950 г.
 Социологические теории современности.
П р и ч уд ы  и  н ед о с т ат к и  с о в р е м е н н о й 
социологии. 1956 г.
第26巻　『愛の方法と力』（1954年）




Том 27. Американская сексуальная революция. 
1956 г.
Власть и нравственность. 1959 г.




Т о м  2 8 .  Д а л ь н я я  д о р о г а .  1 9 6 3  г. 




Том 29. Неизданные произведения.
第30巻　「書簡の遺産」
Том 30. Из эпистолярного наследия. 
第31巻　『社会文化的動学・縮刷版全一巻』





















































вопросу об эволюции семьи и брака у зырян）」
「現代ジリヤン（Современные зыряне）」
「ペチョラとジリヤンの植民地遠征（Печорская 
экспедиция и колонизация зырянского края）」
「現代社会学における主な進歩理論（Главнейшие 
теории прогресса в современной социологии）」





































第１章　地理的境界とジリヤン人口（Географические границы и число зырян）
第２章　ジリヤンの居住地と住まい（Поселение и жилище зырян）
第３章　家屋（Жилище）
第４章　ジリヤンの服装、食器、装飾（Одежда, утварь и украшения зырян）
第５章　食べ物（Пища）
第６章　ジリヤンの職業と工芸（Занятия и промыслы зырян）
第７章　家族と社会関係（Семейные и общественные отношения）
第８章　宗教的信念やカルト（Религиозные верования и культ）
第９章　ジリヤンの識字および結論（Грамотность зырян и заключение）
　学校の他、医療施設はかなり充実している。各村に診療所もあれば、助産師もいる。大きな村や農
村には病院もある。同じく獣医とその助手、そして獣医のための施設もある。かつては「魔女
（колдунов）」や「魔術師（знахарей）」を補助する役目をしていたのであろうが、現在は、病院に対
する恐れもなくなっている。ジリヤンの健康については、森林の人々は、一般に優れていた。ジリヤ
ンは一般に背が高く屈強な体躯の持ち主である。ヴィチェクダ、シソラ、ペチョラで人類学的測定を
行ったジャコフの資料からもうかがえる。さらに読書や学習をよくし、とくに「実践」的なことを好
む。「北のアメリカ人」、「北のユダヤ人」と呼ばれることもある。ストロガノフ家の時代（18世紀）
ごろから記録される。農奴制と抑圧を経験していないので、ジリヤンは独立、自由の気風を持ってい
る。
　また平和的、友好的で、かつ正直である。ウドル（Удор）では、今でも家の中に見知らぬ人が入っ
ても、家の所有者は、立ち上がって、テーブルにその見知らぬ人を招待しなければならない。また施
錠はしない。ただし家に誰もいないことを示すために「パス（пас）」という棒状の施錠を行う。ヴァ
シュゴルトの教会の窓には、格子もない。船旅では、河岸にボートや荷物を残したまま、遠い村々を
歩いたが、なくなったことはない。こうした温かさ、親しみやすさ、誠実さは、ウドル・ジリヤンに
は言えるが、残念ながら、他の地域では違う。またジリヤンの人生について様々な文化的観点から調
べた結果、自立性ということを見出すことができた。
　ジリヤンは「精神的」経済的な危機を体験しつつある。それは狩猟、漁業、林業などのあらゆる活
動にわたる。森林は急速に減少しつつあるが、近代的な技術と農地のみで、ジリヤンは生き延びるこ
とはできない。この危機的状況を脱するには、農業機械の開発や漁の技術の向上、あるいはその両方
がなされなければならない。そのためには、農学の知識を身に着けさせることが望ましい（ゼムスト
ヴォの助けを借りて）。また協同組合による地産地消の推進などによって。またそれを目的とした特
別の専門学校を開校する必要がある（貿易学校を除くとそうした学校は存在しない）。進歩、すなわ
ち知識の啓発、それこそが、危機的状況を脱する有効な手立てである。
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　朝８時、ホテルのロビーを降りると、スリーモ
フ氏はすでにソファーに深々と腰を沈めていた。
開口一番、「今日は行けるかどうかわからない。
昨晩、大雪が降った。危険と判断したら引き返す
かもしれない。でも幸いに、今朝はそんなに寒く
ない。氷点下20度だ。」と言った。
　４時間の旅のはじまりである。スィクティフカ
ル大学が準備した公用車の車内では、スリーモフ
氏の口から、スィクティフカルに関する情報を聞
き出すことができた。ウクタ‐スィクティフカル
道路（Дорога Ухта-Сыктывкар）というのが、今
日走る道である。途中、ビールの工場、ショッピ
ングモール、そして製紙工場などが見えてきた。
製紙工場は、グリンピースから問題を指摘される
ほど、環境に悪い施設だそうである。確かに、そ
こを車で通りすぎるときには、窓を閉めているに
も関わらず、激臭が漂ってきた。
　走り続けていると１時間もせずに、家並みは閑
散となり、やがて森林の中に入った。典型的なタ
イガ（針葉樹林地帯）である。コミ共和国は一年
のうち８か月は雪に覆われる。そうなると、村々
は周辺都市と隔絶される。スリーモフ氏は、「森
はかつて海だった」、といった。実際に海だった
わけではなく、海が島々を隔てているように、森
が集落を隔てていることを指して、そう表現した
のである。両脇にタイガをながめながら、一直線
の道を通っていくので、車窓からは単調な風景し
か見えないのだが、時折、直線の空白地帯が現れ
てくる。そこには、巨大な送電線の鉄塔が建てら
れており、各地の村々に電気を供給しているよう
である。スリーモフ氏は別荘（ダーチャ）を持っ
ており、週に３日はそこに帰るのだという。町に
近ければ10,000ドル、これから行くトゥーリヤで
は、その半分ぐらいで買えるのではないか、と
いっていた。
　途中でスリーモフ氏は、昨日のミーティングで
言い残したかのように、「ソローキンは人間の変
容（преобразование）を求めていた」というよう
なことを語った。これは政治や宗教としてではな
く、倫理的、実践的な課題としての「変容」とい
うことであった。晩年の利他主義とは、その文脈
で捉えなければならないというのが、スリーモフ
氏の意見である。
　なぜソローキン関連の事業をコミの市長は推進
しているのか。その国家事業はこれからも継続さ
れるのか。この疑問をスリーモフ氏に投げかけて
みた。回答としては、おそらく市長が退任したあ
とも続くであろうとのことであった。とくにコミ
共和国には、強制収容所が存在していた（1920年
代から50年代にかけて）。近年、その存在が明ら
かになっており、コミ共和国には、その調査もふ
くめた、巨額の学術的資金が投入されているとの
ことである。
　ソローキン生家博物館
　到着まであと50キロという地点で、ヴィミ
（Вымь）川を渡ることになっていた。夏場は車用
の渡し船が出ると聞いていたが、冬場は、凍った
川の上を、そのまま車で通過するのだという。お
かげで車で川を渡るという貴重な経験ができた。
　さらにしばらく走ると、丸太造りの家々が見え
てきた。昨日、コミ国立博物館で見学させても
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らった家と同じ構造である。壁の半分ほどが雪に
埋もれていた。たまに雪かきをする光景を見たぐ
らいで、人はほとんど見かけなかった。その丸太
の家の１つが、ソローキン生家博物館であった。
　入口は雪かきがなされており、煙突から煙が出
ていた。スリーモフ氏の後について、生家の門を
くぐると、中でコミ族の民族衣装をまとった女性
が歓待してくれた。コミ族のあいさつということ
で、玄関口で、ハグに似た軽い抱擁を行った。外
はマイナス20度とは思えないほど室内は温かい。
2005年1月に開館したこの生家博物館には、ソ
ローキンの子息も来たことがあるという。
　部屋の構造など、コミ族の暮らしとともに紹介
してもらった。昨日、一度教えてもらったこと
が、さらに生活感のある形で体験できた。例えば
貸していただいたトイレは、物置、納屋、出口は
南にあり、確かに薄暗いところにあった。
　知りたかったのは、上記の自伝にも出てきた、
ランプがわりの白樺の小枝を置く燭台ルチナ
（лучина）、そして子ども用のロフト式寝台であ
るポラチ（полати）である。電気が通っている現
在、ルチナ（燭台）は使われることはないが、さ
きほどの物置の中にしまわれている、本物のルチ
ナを確認できた。ポラチも実際に見せてもらった
が、意外に天井までの幅がなく、見た目は窮屈で
あった。子どもの寝床ということで、かまどに併
設され、室温が高い天井近くに作られている。ち
なみに大人は室内のベッドで寝るとのことである。
　部屋の説明を終えると、昼食に通された。川魚
を材料に作られたキシュやスープに舌鼓を打っ
た。特に、ラズベリーその他のジャムが気に入っ
て、紅茶に混ぜておかわりさせていただいた。食
後には、コミ語で誦する、ソローキンを讃える頌
詩を聞かせてもらった。初めてのコミ語の響き
に、時間を忘れて聞き入っていた。詠誦を終える
と、最後に、今は廃墟となっている復活教会
（Церковь Воскресения Господня）を見せてもらう
ことにした。ソローキンの父親が修理をおこなっ
たイコンもあるというが、膝まである積雪のた
め、近くに行くことを断念した。そのすぐ近くに
は、ソローキンの記念碑があったが、これにも近
づけなかった。再訪を誓いトゥーリヤを後にした。
７．おわりに
　こうして初期ソローキンをめぐるコミ共和国へ
の調査旅行は終わった。このようにロシア極寒の
辺鄙な田舎の集落から、なぜ、あのような世界的
に著名な学者が生まれ出たのか。この問いは、筆
者を含め、ソローキンのいくつかの書物に触れ、
彼の業績に思いを馳せたときに、誰もが抱く感懐
なのかもしれない。しかし、この問いは、むしろ
問いかけた側に投げ返し、再考をせまらなければ
ならない問題を含んでいる、というのがこの調査
旅行を終えた筆者の率直な感想である。すなわち
それは、以下のような認識である。確かにソロー
キンが生まれたのは、北ロシアの片田舎、すなわ
ち近代文化から隔絶された僻村であった。しか
し、そうであったればこそ、世界的な学者たりえ
たとのだ、というのが筆者の今のところの結論で
ある。それは次のような事情による。
　文化的なものへのあこがれ、それは文化の中心
地から離れれば離れるほど、強く抱かれるもので
ある。ロシアは、ピョートル大帝のペテルブルク
建設に象徴されるように、近代西洋文化に対して
の強烈なあこがれを、一方において抱きつづけて
きた。ペテルブルクや、その後のモスクワの知識
人の一部には、西洋文化を完璧に身に付けたもの
もいた。流暢なフランス語を話し、生活も身のこ
なしも、全て西洋然とした人たちである。
　寒村生まれの青年の目に映るペテルブルクと
は、あるいはそこで活躍する知識人とは、どのよ
うなものであったろうか。おそらくは、その洗練
された立ち居振る舞いに、憧れと羨望のまなざし
を向けたことであろう。しかし、それと同時に、
どこからかわいてくる違和感を抱くこともあった
のではないか。よそ者の目（第三者の視点）から
見たら、結局、ペテルブルクの知識人も、近代西
洋の亜流でしかない、という意識がどこかであっ
た。世界的な都市パリの真似をしている田舎街ペ
テルブルクという構図を、はっきりと見抜くこと
ができたのは、それまで大都会ペテルブルクを仰
ぎ見ていた僻村トゥーリヤ出身のソローキンでは
なかっただろうか。どれだけ近代西洋を真似しよ
うが、それは模倣にすぎない、という意識が心の
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どこかでわだかまっていた。
　日本において、ソローキンを学ぶことの意義は
そのあたりにあると思われる。明治以降、日本は
世界の先進的な科学技術や、最新の芸術や思想を
吸収してきた。それらは、どれほど自家薬籠中の
ものとし、使いこなせたとしても、あくまでも借
り物でしかない。そのことに気づかせてくれるの
が、ソローキンの第三者の視点である。文化の発
信者とも追従者とも違う、第三者の立場、これこ
そが日本においてソローキンを学ぶことの意義で
ある。そのことに気づかされたことが、今回の調
査旅行で得られた、ささやかな収穫である。
　ソローキンをめぐる「長い旅路」は、この視点
から始まることになるだろう。
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